
















令和 6 年度入試 後期 

国 語 

【全体の講評】 

志望コースや実力差に応じて、受験生の得点差に大きく幅がみられました。大問ごとに各設問をあ

らかじめ確認して、簡単な設問から解答していく戦略を立てられるかどうかが課題です。全体の問

題量と時間の配分を考えて、見直しまでできるように落ち着いて取り組むことが出来た受験生だけ

が、合格を手中に収めることが出来たように思います。 

 

【各問題について】※正答率はそれぞれ上から順に医進選抜・SG・ミライの合格者の平均です。 

問題 正答率 出題内容：ことばの知識に関する問題 

一 

85% 得点は高く、書き取り、対義語の問題など、おおよそ良く出来ていました。 

他方で、普段からの演習不足からか、少し解答の仕方をひねるだけで、大問一

の解答に多くの時間をとられてしまい、大問二の解答を埋めるのがせいいっぱ

いで、大問三まで到達出来ていない受験生が散見される原因となりました。ま

た、「求心」の対義語「遠心」が答えられない受験生が少なからずいました。 

93% 

77% 

 

問題 正答率 出題内容： 文学的文章 

二 

77% 
本文中から抜き出して解答する問題が多く、読み取りも易しい文章で、大問一

に続き、おおむね高得点でした。間違いとして目立った点は、問四のコンビニ店

員の人数を確認する問題で、小説の場面ごとの登場人物をしっかりチェックす

る読み方をしておらず、思い違いをして解答しているものが少なからず見受け

られました。また、この問題の直後の焦りからか、問五で書き抜いて答える問題

での誤字・脱字も散見されました。 

75% 

57% 

 

問題 正答率 出題内容：説明的文章 

三 

61% 大問一、大問二に比べて、得点が低くなりました。ここまでの解答に時間がかか

ってしまった受験生が、記述問題に取り組むことが出来なかったことに起因し

ているものと見受けられ、実力差が出ました。また、慣用句「知らぬが仏」を答

えさせる問題では、この慣用句を知らない受験生が多く見られました。 
63% 

40% 

 

 















令和 6 年度入試 後期  

算 数 

【全体の講評】 

後半の大問は思考力が必要な問題が多く、取り組みにくかったかもしれません。これからは、普段

から問題文を読んで、実際に試行してみるといった課題解決能力が必要になってくる時代です。あ

きらめずに取り組んでいきましょう。 

 

【各問題について】※正答率はそれぞれ上から順に医進選抜・SG・ミライの合格者の平均です。 

問題 正答率 出題内容：計算問題（単位換算含む）（易） 

1 

98% 比較的容易な計算問題でよくできていました。 

95% 

94% 

 
問題 正答率 出題内容：小問集合（平均・割合・ニュートン算など）（易） 

2 
79% 取り組みやすい文章題ですが、お金の分配の問題など計算ミスが見られました。

解けたと自信があっても必ず見直ししましょう。 73% 

59% 

 
問題 正答率 出題内容：図形の面積（やや易） 

3 
75% (1)、(2)は令和５年度の全国学力・学習状況調査でも出題された内容で、正答率

は良かったです。ただ単に数量を求めるという問題をこなすだけではなく、算

数的な判断力を身につけるように意識しましょう。 
82% 

69% 
 

問題 正答率 出題内容：水そうに水を入れる問題（標準） 

4 
33% 水そうの中に仕切り版があり、２つの蛇口から水を入れていく頻出問題です。

どのように変化していくかをグラフから読み取れるかで差がつきました。 69% 

38% 

 
問題 正答率 出題内容：アルファベットと規則性（やや難） 

5 
38% アルファベットを何個かとばして進んでいくという問題です。 (3)の問題は思考

力が必要で、かなり難しかったと思いますが、(2)までは状況を理解し実際に試

してみると解けたかもしれません。 
43% 
28% 
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